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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,76 43,98 +0,22 42,34 +1,64

USD / BRL Spot BRL 2,2761 2,2827 +0,0066 2,2718 +0,0109

USD / JPY Spot JPY 99,58 100,39 +0,81 96,21 +4,18

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 54.252 53.979 -273 49.875 +4.104

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 186,7 185,5 -1,2 184,6 +0,9

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,78 11,75 -0,03 10,91 +0,84

DI Future Apr14（金利先物） % 9,58 9,58 +0,00 9,06 +0,52

3 Months US Dollar Libor % 0,256 0,256 +0,000 0,265 -0,009

CRB Index（国際商品指数） Index 292,3 290,1 -2,2 285,4 +4,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年9月11日

Indicator Unit 9月9日

昨日のドルレアルスポット相場は強弱入り混じった材料のなか若干レアル安となる展開でした。朝方は、
中国の良好な指標やシリアへの軍事行動の懸念が弱まったことなどを受けて株式相場が堅調だったため
前日比レアル高の２．２７近辺で始まりました。その後、今月上旬の総合インフレ指標速報が市場予想を
上回ったことなどが影響し一時２．２９近辺での取引となる局面もありましたが、米株も堅調を維持したため
レアル売りは続かず２．２８台でレアルじり高となり、結局２．２８台前半で引けています。

マーケットは中国で良好な指標が見られることや欧米の回復基調もあり、リスクオンの様相となって全般的
に株式相場が堅調な展開です。来週のＦＯＭＣで緩和策縮小が開始されることもほぼ織り込んだ上での
動きですから流れとしては順調なのでしょう。レアルもその地合いの恩恵を受けて堅調となっていますが、
国内に目を向ければ未だに問題は残っています。昨日発表されたＩＧＰ－Ｍ総合インフレ指標の９月上旬
速報は前月比１．０２％増と市場予想の０．６７％増を上回りました。速報段階でまだはっきりしない面も
あると思われますが、生産者物価の上昇が目立っておりレアル安の影響が川上から表れ始めた可能性も
否定できません。今後はこれら内外の要因がせめぎ合って落ち着きどころを探る展開となるでしょう。
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